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“しずかな しずかな 里の秋 おせどに木の実の 落ちる夜は  

   ああ かあさんと ただ二人 栗の実にてます いろりばた” 

          『 里の秋 』 童謡・抒情歌  1945年 

～収穫の秋・紅葉の秋～ 

 お彼岸が過ぎ、朝夕ずいぶんと涼しくなりました。８日は“寒露”、「野草に冷たい露が宿る」とい

う意味です。この頃は、秋も深まって山では紅葉も色づき始める頃と言われています。日中はまだ暑い

と言っても、吹く風や周りの景色は着実に秋色に変わりつつあります。 

 

こうした過程を通じて考えを整理し、まとめる、わかりやすく伝える、人の話を聞くといった経験を積み

、それらのスキルが高まることが期待されます。 

実は、こうしたレクチャーは、実際の仕事の場でよく行われます。その代表的な例として挙げられるのが

、国会中継で大臣にその場でレクチャーする各省庁の人の姿でしょう。組織で仕事をしていると、ある内容

について詳しく知る担当者が、説明に立つ人にレクチャーするということは珍しくありません。将来自分も

そうした場面を経験することになるかもしれない。そんなことを意識したら、こうした活動に取り組む意欲

が変わってくるかもしれません。 

ジグソー法 

ジグソー法は、アメリカの心理学者エリオット・アロンソンが提唱した学習者同士の協力や教え合いを促

進し、それを通して学びを得るという学習方法です。 

例えば、４人ずつのグループで、４つの内容について学習するとき、まず４人が分担して、それぞれ異な

る内容について学びます。その後、自分のグループに戻って、グループのメンバーに自分が学習した内容を

レクチャーする。その結果、全員が４つの内容について学ぶことになるというものです。（図２）各メンバ

ーが責任を持って学ばざるを得ない状況が設定され、高い学習効果が期待できると考える方も多いようです

。ただ、活動の過程が複雑で、準備等の負担も大きいからか、なかなか実践は広がらないようですが、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、再評価されている手法の１つといえそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２） 

 

◇図書の紹介！◇  ぜひご利用ください。 

 

①学校教育・実践ライブラリ Vol.5 

『 校内研修を変えよう 』(ぎょうせい) 

②学校教育・実践ライブラリ Vol.6 

『 先進事例にみるこれからの授業づくり 』 

「見方・考え方」を踏まえた単元・指導案 (ぎょうせい)    

＝授業の見方・教室の見方＝       （教育ジャーナル２０１９年９月号）から 

ペア活動、グループ活動を充実させるには～２～ 

前回は、ペア活動やグループ活動を充実したものにするために必要な条件について考えました。 

今回は、そうした条件を満たしたものにすることが可能な具体的な活動例を紹介します。 

 

レクチャーされたことを説明する方法 
レクチャーは「説明すること」などの意味を持ちま

すが、特に「口頭で詳しく説明する」というニュアン

スで使われることも多いようです。ここで紹介する活

動もそれに当たります。 

図１に示したように、説明する役の友だちに自分の

考えを説明し、他の人に自分に代わって説明してもら

うという活動です。 

自分の考えを伝える側は、何を伝えればいいのかを

検討することで、自分の考えを整理し、より明確なも

のにすることが必要となります。また、その考えを確

実に相手に伝えるためにはどのような順番でどのよ

うな言葉を使うとわかりやすいのかなど、伝え方につ

いても検討することが必要となります。 

一方、考え方を聞く側は、聞いた内容を他の人に説

明できるようにならなければなりません。質問にも答

えられなければなりませんから、単に「聞いたことを

そのまま伝える」ことができるようになるだけでは不

十分です。聞いた内容を理解し、自分なりに再整理し

、疑問点や不明点については、質問してそれを解消し

、何をどう伝えるかを考え、説明に当たります。  

                   （図１） 



☆第１回学力向上検討委員会 （委員長：宮地校長）

９月１９日(木)に第１回学力向上検討委員会が開催されました。委員会の構成メンバーは、校長会を

代表して下ノ加江小：宮地校長、清水中：岡﨑校長、研究主任を代表して清水小：松本先生、清水中：

南先生と指導主事並びに研究所の岡田・勝間の６人で組織されています。今年度の委員長に宮地校長、

副委員長に岡﨑校長が選出されました。 

協議では、全国学力・学習状況調査（標準学力調査含む）結果から 

（１）市全体の傾向と分析（H19年度～R１年度経年比較；全国・県・西部地区との比較）

（２）家庭学習の取組について

（３）今後の学力向上に向けた取組について

の３点を中心に話し合いました。

（１）教科の領域別、評価の観点別、問題別に経年比較し、業者採点結果（自校採点の差）を元に傾向

と分析を行いました。平均正答率で見ると、小学校は国語、算数とも全国平均を上回っています。中学

校は国語、数学とも全国平均と同等で、記述問題の正答率が高いという結果が得られました。しかし、

英語は課題を残しています。

「児童・生徒質問紙」の結果（肯定評価）からでは「①自分にはよいところがある、②将来の夢や目

標を持っている、③地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」の質問が高知県や

西部地区より低い状況です。中学校では「生徒は、先生を肯定的に捉えている」が「自尊感情」は最近

のデータの中では今年が低いという結果になりました。このデータをどう捉えるのか。落ち着いてきた

ことで目の前の課題に目が向き、一人ひとりに目を向けることが弱いのではないか」などの意見が出さ

れました。 

小学校では、「良いところはほめる」を基本に日々の肯定的な呼びかけをしている。「ほめられると

周りの子どもも嬉しくなる」といった意見が出されました。 

「課題と改善策」については、各校とも自校の状況を詳細に分析し、課題に対して具体的な改善策を

打ち立てて取り組んでいます。実践例として 

・言語活動（話す・書く）を元にした取組を全教科で取り組む

・帯タイムの活用

・要約や感想などは必ず条件（段落・字数等）を設定して取り組む

・学期毎に学校独自の漢字・計算の到達度テストを実施する

・系統的かつ段階的に活用力を育成するために活用力育成シートを作

成し定期的に検証する（教職員の意識付け）

・ノート実践交流会や授業改善の振り返り等を元にノート指導スタンダードを作成、活用する

（２）「効果のあった家庭学習の取り組み」については、各校児童生徒の実態に応じて具体的な取組が

実践されています。実践例として

・家庭学習の手引き・自主学習の手引き・予習の手引きの活用（学習習慣の確立）

・新聞の活用（読み・書き写す・意味調べ・要約や感想を書く）

・全校で統一した漢字・計算ドリルの活用（系統的に学ぶ）

・家庭学習の提出状況の集計（目標設定：教師、児童の意識付け）

・自主学習（ノート）の取組（ノートの掲示、評価）

（３）今後の学力向上に向けた取組について

小学校では、「○字以内など文字制限や時間制限して書く練習」。「書くこと」が好きな子（嫌がら

ない子）を育てる。中学校では、「教科部会で言語活動について再度確認をする」など、小中共に「言

語活動（書くこと）」の質の向上を目ざして取り組んでいく。 

そして「一人ひとりの子どもの支援をどうするのか、授業改善に向けてどう取り組むのか」「教師の

意識の格差をなくしていかなくてはいけない」など今後の方向性について話し合いが行われました。 

令和元年度高知県学力定着調査に向けて 

  実施期日：（小）１２月１７日（火）  （中）１２月１０日（火） 

    内    容：事前に示されている「出題予定範囲」を再度確認してください。（公開日７／９） 

＝第４回教研推進委員会＝ 

１０月 ３日（木）に第４回教研推進委員会を開催しましたので協議内容について報告します。 

１．協議 
（１）一日教研（８／７）の反省（出席:82/88人）

○各校からの反省・意見から
①期日
・登校日（６日）前後の日は避けてほしい。
・他の研修（悉皆）と重なった。（全員出席は厳しい）
※行事や閉庁の関係で日程調整が難しい。
各校や推進委員会の意見を元に「第１週水曜日に開催する」ことで今に至っている。

②内容
・午前（講演）：自己啓発につながり、活力をいただけた。
午後（部会）：２学期の授業で活用することができて良かった。
※多くの部会で計画的に取り組まれました。

③会場
公民館で良い。

④来年度に向けて
・部会数について（部会数の増減等）
※部会編成等については継続審議をしていく。

（２）２０２０（令和２）年度第７０次土佐清水市教育研究集会一日教研日程について
①期日：２０２０年 ８月 ５日（水） ＊講師の都合で期日の変更あり
②会場：中央公民館

③講師：調整中

 各校から色々な分野、講師の推薦がありました。協議の結果、第１希望として「働き方改革」、第２希

望として「情報教育関係」に絞り、講師と連絡・調整していくことになりました。 

２．その他 

（１）半日教研：１１月 ６日（水）１３：４５～

各部会「公開授業」を中心に計画をお願いします。 

※「旅費」は、「学校配当旅費」でお願いします。

（２）第５回教研推進委員会

・期日：１２月予定（調整中）

・会場：教育センター

・内容：ァ 半日教研の振り返り

ィ ２０２０（令和２）年度教研（組織、一日）の日程、部会構成、講師等について 

＝提出物について 

○各部会
＊部会決算書提出
＊事業実績報告書
＊総括教研部会報書
＊研究集録原稿

１２月２４日（火） 
１月２７日（月） 
１月２７日（月） 
１月２７日（月） 

○研究協力校

＊研究集録原稿

＊決算書・実績報告書

１月２７日（月） 

２月１７日（月） 




